















































































学校が行った。参加者は全員特別支援学級担任であり，教職経験年数は 2～ 25年（平均 14.4年）そのうち特
別支援学級の経験年数は 1～ 10年（平均 3.4年）であった。3名は個別の指導計画に関する研修の受講経験が
あった。参加者には筆者が実験の目的を説明し，参加に自主的に同意した人が同意書に署名した（資料 1）。
（2）研修プログラム
　研修会は A特別支援学校の夏季公開講座として 2009年 7月 25日に実施した。研修プログラムの指導内容
と研修時間は表 2の通りであった。すべての内容について筆者が講師を務めた。本研究の参加者 5名以外に



























た。設問 2および 3の評価は，「動詞チェックリスト（資料 2）」を用いて解答の正誤を筆者が評定し，正答数
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